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ロンドン、コ トーールド・ギャラリーは、今日、その充実した印象派コレクションを中心に多数の名品を所蔵
していることで、世界中にその名を広く知られている。1978年には、アントワン・セイラーン伯爵（1901-1978）
のプリンセズ・ゲ トー・コレクション（Princes Gate Collection）の大部分にあたる絵画約 140点、素描
約 400点が同ギャラリーに寄贈された 1。それら新収蔵品は、ミケランジェロによる素描《夢》、ロベール・
カンパンによる《セイラーン三連画》等の重要作品に加えて、ピーテル・ブリューゲル（父）（c. 1525-1569）
による油彩グリザイユ小品、《キリストと姦淫の女》（fi g. 1）を含んでいた。
　ピーテル（父）に帰属されるグリザイユ作品は、現在、三点を確認するのみである 2。そこで、本展「モ
ノクロのブリューゲル：グリザイユ三作品再び」（原題：Bruegel in Black and White. Three Grisailles 
Reunited）は、コ トーールド・ギャラリーが所有する《キリストと姦淫の女》に加えて、英国ナショナル・ト
ラスト所有の《聖母の死》（fi g. 2）、およびニュー ヨーク、フリック・コレクション所有の《三人の兵士》（fi g. 3）
の三点を同時に展示する初の試みとして企画され 3、2016年 2月 4日にオ プーンした。計十点とごくわずか
ながら、同時代のコピーを含む関連作品が並べられ、また、カタログも発行されるなど 4、意義深い展示となっ
ている。さらに、ほぼ同じ時期に、同ギャラリー素描展示室にて、「ブリュー ゲル、ノット・ブリュー ゲル」（原
題：Bruegel, Not Bruegel）と題された小展示も開催されており、ピーテル（父）に帰属される、もしくはか
つて帰属されていた素描が展示された。
　本展「モノクロのブリュー ゲル」は、コ トーールド・ギャラリー 4階入口に位置する方形の小室が会場となっ
ている。まず西側、出入口の両脇にはそれぞれ、展示概要を記したパネル、およびフィリプ・ゴール（1537-1612）
による《聖母の死》に基づくエングレーヴィング（fi g. 4）が展示されている。続いて隣、北側には、向かっ
て左から順にピーテル（父）自身による油彩グリザイユ《聖母の死》、《三人の兵士》、《キリストと姦淫の女》
の三点が横一列に配置されており、本展示のハイライトとなっている。さらに、東側にはヤン・ブリュー ゲル（父）
による《キリストと姦淫の女》（fi g. 5）、および、ロンバルディアの画家による《キリストと姦淫の女》の油
彩グリザイユによるコピーが二点おかれている。加えて、中央の出入り口を挟んで隣には、ピーテル・ペレ
（1555-1639）によるエングレーヴィング、ピーテル・ブリュー ゲル（子）（1564-1638）による多彩色の油彩（fi g. 6）
の、二点のコピーが並べられている。南側にはヤンに帰属される《農家への訪問》と、フランス・ポ アーベ
ス（1545-1581）による《最後の晩餐》が展示されている。合計十点が鑑賞者を囲む形で展示されているが、
いずれも小品であり、最も大型の《最後の晩餐》でさえ 41.3×56cmに過ぎない。また、多くの作品がモノ
クロームであるため、来訪者は必然的に近距離からの鑑賞を強いられることとなる。展示作品の少なさにも
関わらず、本展が鑑賞者に投げかける問いは多様である。ピーテル（父）によるグリザイユの使用のみならず、
後代の画家、版画家たちによるその応用、モノクローム表現における油彩、素描、版画の美的相違、イタ
リア美術の影響によるモニュメンタルな人物像の導入によるピーテルの様式の変化など 5、その射程は幅広い。
　そもそも、グリザイユという用語は、仏語（“gris”）での字義通り「灰色の絵画」を意味する。用例に
関しては 1625年以前に遡ることは出来ず 6、それ以前も、また以後も、通常は「白と黒で描かれた」と記
述されるのが一般的であった 7。しかし、グリザイユと今日名指しされる、様々な明度の灰色を用いた絵
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画技法自体は、油彩のみならず、14世紀以降、ステンドグラス、写本挿絵、フレスコ、初期の板絵、あ
るいは画布等、種々のメディアにおいて作例を確認することが出来るという 8。また、プリニウスの『博物誌』
にも「石の色の絵画」との記述があるほか 9、アルベルティもまた、『絵画論』において灰色の使用を奨励
している 10。
　油彩画におけるグリザイユ描写は、初期ネーデルラント絵画第一世代の画家、特にヤン・ファン・エイク（c. 
1395-1441）にその技術的到達点を早くも見出すことが出来る。ティッセン・ボルネミッサ美術館所蔵の《受
胎告知》等に見られるように、この画家は、三次元の石像を二次元の平面上に絵画化するにあたって、油
彩グリザイユを用いた。ここで、絵画空間内における石像の形態は灰色の石像表面を戯れる光と影のグラ
デーションとして表されており、それはそのまま、油絵の具の色調の移行と対応する。エイクがグリザイユを
用いた理由として、画家の彫刻家に対するパラゴーネの宣言を見出す立場 11、四旬節との関わり、15世紀
初頭に起こったトゥルネー周辺のイコノクラスムとの関係等 12、様々な側面が指摘されてきた。しかし、複数
の論者がこれまで指摘してきたように、ネーデルラントに限っても、エイク以降の世代の画家たちは、視覚
的イリュー ジョンから出発しながらも、グリザイユの応用範囲を拡張してきたことが観察される 13。特に、本
展監修者のカレン・セレスは、ヒエロニムス・ボス《聖アントニウスの誘惑》（リスボン、国立古美術館）の
外扉のパノラミックな風景に展開される説話表現におけるグリザイユの使用を、ピーテル・ブリュー ゲル（父）
による《キリストと姦淫の女》の直接的先例として挙げる 14。グリザイユの油彩画が持つ荘重な色調は、宗
教改革以降の北方における美的節制を求める議論とも軌を一にしていたという 15。
　ピーテル（父）は、その画業の初期、1550年の祭壇画外翼（消失）をグリザイユにて制作することを依
頼されている記録が残り、また 1553年から翌年にかけてのローマ滞在におけるジュリオ・クローヴィオと
の交遊から、写本挿絵におけるグリザイユの使用にも親しんだという 16。本展の三作品はいずれも署名をも
ち、年記から《キリストと姦淫の女》は 1565年、《三人の兵士》は 1568年の制作であることがわかっている。
更に、《聖母の死》に関しても、1565-1568年頃の制作であると推定されている 17。いずれにせよ、現存す
るこれら三点のグリザイユより早い時期からピーテル（父）がグリザイユによる作品を一定数制作したことは
間違いない。
　ここで展示されたグリザイユ三点は、いずれもオークの基材に、白の基層、その上に黒の木炭で下絵が
描かれており、さらに背景は薄い黒のウォッシュで塗られる。しかしながら、説話を絵画化するにあたって、
中心となる人物像は、黒のウォッシュを塗られず、白の基層の上に直接描かれていることが確認出来るとい
う 18。そうして描かれた人物像、すなわち、《聖母の死》におけるマリア、《キリストと姦淫の女》における前
景の四人、《三人の兵士》における前景二人の音楽を奏でる兵士は、場面内の他の人物像よりも際立って明
るい色調で描かれる。さらに、主要人物像を描いたのち、後景から前景へと、種々の諧調の灰色で画面は
埋められることになる 19。現在、三作品とも、下塗りとニスの劣化によってややセピア色の色調を示しているが、
元来は、部分的に用いられたアズライト等とあわせ、より寒色気味の絵肌を示していたと推定されている 20。
　ピーテル（父）のグリザイユ作品の特質は、隣接して展示されているコピー、関連作との比較において際
立つ。《聖母の死》を見てみよう。本説話は、『黄金伝説』の記述に基づく。本油彩の注文主はアントウェ
ルペンの人文主義者アブラハム・オルテリウスであることがわかっており、ベッドに横たわる聖母が、使徒た
ちをはじめとする人物群に囲まれている 21。ピーテル（父）は、上述した塗り分けに加えて、輪郭線に頼ら
ない人物造形を行うことで、多数の人物像を室内の暗闇に溶け込ませている。ゴールによる、グリザイユの
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色調をハッチングに置き換えた忠実なエングレーヴィングによるコピ とー比較は、この特質を一層明らかにす
る。すなわち、ゴールの画面の描写的な人物群と比較するならば、この室内情景が黒線によるモノクロー
ムの画面によっては再現困難であることが理解される。グリザイユの画面において、画面前景中央のロウソ
クの炎、左側の暖炉、そして聖母の放つ光背状のあかりと、隣接する纏められたベッドカーテンとの明暗は
最大限に強調されている。油彩オリジナルおよびゴールによる版画の注文主であるオルテリウス自身による
画枠下のラテン語韻文は、画面の悲しみと歓びの入り混じった感情的表現を賞賛しており、ピーテル（父）
による《聖母の死》の私的祈念像としての性格を証言している 22。
　同様の造形上、および、機能上の特色を《キリストと姦淫の女》に関しても指摘することが出来るだろう。
本作はその寸法、および、寛容と内省を誘う説話内容 23、さらに細かい彩色から、私的な鑑賞が想定され
てきた 24。神殿手前、屋外での説話でありながら、前景から斜めに走る一層の段の他に、セッティングを
示唆するモチ フーは描かれない。画家の描写は、画面前方左側でかがみながら文字を地面に記すキリストと、
画面中央に立つ姦淫の女、右に立つ二人のファリサイ派の人物、そしてそれらを取り囲む大勢の群衆と、もっ
ぱら人物像に集中している。ピーテル（父）にとって、ここでの造形上の課題は、人物群の色調による描き
分けと、比較的奥行きの狭い空間に多数の人物像を描くことの二点を両立させることであった。これに関し
て、グリザイユによるコピ とー比較するならば、例えば、ヤン（父）は、人物像の造形に明るいハイライトを
多用することにより、元来、微妙な色調の差によって示唆されていた各人物像の空間的関係性を弱めてしまっ
ており、そのため、人物像によって演じられるモニュメンタルな説話表現に失敗している。ピーテル（子）に
よる多彩色のコピーを参照するならば、ピーテル（父）による群像と説話場面の中心人物の差異化と併存は、
グリザイユの特性であるモノクロームの色調を最大限活かしたものであることがはっきりと理解されるだろう。
　ただ、《三人の兵士》に関しては、セレスが指摘するように、グリザイユで描いた理由ははっきりとはわか
らない 25。ドイツ人傭兵（Landsknecht）は、同時代の 16世紀前半のドイツ版画ではポピュラーなモチ フー
であったが 26、上で述べた二作のように祈念像としての機能も想定しがたい。しかし、三人の人物像の対照
的な動き、および、グリザイユの微妙な色調による陰影によって達成される、一定の空間的奥行きを伴っ
た場面表現、灰色の明度による人物像の描き分けは、ピーテル（父）のグリザイユ技法の特徴を明解に伝
えている。向かい側の壁に展示されたヤン（父）に帰属される《農家への訪問》、ポ アーベス《最後の晩餐》
と比較するならば、ピーテル（父）がグリザイユの描写において、セッティングを示唆するモチ フーを極力目
立たせず、あるいは省くことによって、人物像による説話場面の絵画化を達成していたことが見て取れるだろう。
　本展は、ピーテル（父）のグリザイユ作品三点が一同に揃う事によって、これまで包括的な考察がなされ
てこなかったこの技法の意義を問う意欲的なものとなった。さらに、ヤン（父）、ピーテル（子）をはじめと
する後代の画家、版画家によるコピ とーの比較は、ピーテル（父）において達成されている、モノクローム
の静寂の中で展開される心理劇としてのグリザイユ表現の特徴を際立たせる。昨今の印刷技術の向上、美
術作品のデジタルアーカイブ化を鑑みても、グリザイユによる油彩画は、その抑えられた色彩と微妙なグラ
デーションから、最もその複製が困難なイメージのうちのひとつに数えられるだろう。その意味で、本展は、
美術史研究における実見の領分の大きさを再認識させるものでもあった。種々のメディアに跨るブリューゲ
ルの作品群におけるグリザイユ作品の位置づけ、そしてグリザイユ技法そのものの歴史に関しての考察に関
しても端緒を開く、小粒ながらも重要な展覧会であったと言えよう。
fig. 2 ピーテル・ブリュー ゲル（父）《聖母の死》  c. 1562-65年
 オーク材  油彩  36.9 x 55.5cm  ナショナル・トラスト（イギリス）、
アップストン・ハウス、バ スーテッド・コレクション
fig. 3 ピーテル・ブリューゲル（父）《三人の兵士》 
1568年  オーク材と推定  油彩  20.3 x 17.8cm 
ニュー ヨーク、フリック・コレクション
fig. 4 フィリプ・ゴール《聖母の死》  1574年  エングレーヴィング（セカンドステ トー） 
33 x 43.8cm  ロッテルダム、ボイエマンス美術館
fig. 5 ヤン・ブリュー ゲル（父）《キリストと姦淫の女》  c. 1597-98年  オー
ク材  油彩  23.7 x 36.4cm  ミュンヘン、アルテ・ピナコテーク
fig. 6 ピーテル・ブリューゲル（子）《キリストと姦淫の女》  1628年 
板  油彩  27 x 37.5cm  個人蔵
fig. 1 ピーテル・ブリュー ゲル（父）《キリストと姦淫の女》 1565年
 オーク材  油彩 24.1 x 34.4cm  ロンドン、コ トーールド・ギャラリー
192
沖澄弘　展覧会評：「モノクロのブリューゲル：グリザイユ三作品再び」
Aspects of Problems in Western Art History, vol.14, 2016
193
註
1 本コレクションの概要については以下を参照。C. Brown, “The Princes Gate Collection at the Courtauld Institute Galleries”, in 
The Burlington Magazine, Vol. 123, No. 942 (Sep., 1981), pp. 548+561-562; H. Braham, The Princes Gate Collection, exh. 
cat. Courtauld Institute Galleries, London 1981.
2 Karen Serres (ed.), Bruegel in Black and White. Three Grisailles Reunited, exh. cat. The Courtauld Gallery, London 2016, p. 9. 
[Hereafter: Serres 2016]
3 Serres 2016, p. 5.
4 Serres 2016.
5 W. S. Gibson, Bruegel, London 1977, pp. 134-139; M. Sellink, Bruegel. The Complete Paintigs, Drawings and Prints, Ghent 
2007, p. 194. [Hereafter, Sellink 2007]
6 M. Krieger, “Griseille”, Grove Art Online. Oxford Art Online, Oxford University Press.
7 Serres 2016, p. 9.
8 中世末期写本挿絵におけるグリザイユの使用とその機能に関しては以下に詳しい。M. Krieger, Grisaille als Metapher: Zum 
Entstehen der peinture en camaieu im frühen 14. Jahrhundert, Vienna 1995; T. Borchert, “Color Lapidum: A Survey of 
Late Medieval Grisaille”, in T. Borchert / M. Holcomb (eds.), Jan Van Eyck: Grisallas, exh. cat. Mus. Thyssen-Bornemisza, 
Madrid 2009, pp. 239-253. [Hereafter: Borchert 2009]
9 Pliny, Natural History: Bks.XXXIII-XXXV v. 9 (Loeb Classical Library), H. Rackham (trans.), Cambridge MA 1975.
10 レオン・バッティスタ・アルベルティ『絵画論』（改訂新版）三輪福松訳、中央公論美術出版社、2011年。
11 H. Belting / C. Kruse, Die Erfi ndung des Gemäldes: Das erste Jahrhundert der niederländischen Malerei, Munich 1994, pp. 
60-62.
12 Borchert 2009, p. 240.
13 一例として以下を参照。Borchert 2009, pp. 240-241.
14 Serres 2016, p. 10.
15 Serres 2016, p. 11.
16 Serres 2016, p. 11.
17 《聖母の死》の年代設定に関しては、基材のオークは年輪年代学による調査から1552年以降の伐採であることが判明しており、
さらに同材による《エジプト逃避のある風景》（ロンドン、コ トーールド・ギャラリー）に 1563年の、《鳥の罠のある冬景色》（ブリュッ
セル、王立美術館）に 1565年の年記があること等から、1565年頃の制作であると推定されるという。Serres 2016, p. 24.
18 Serres 2016, p. 24.
19 Serres 2016, p. 25.
20 Serres 2016, p. 12.
21 本作の描写に関しては注文主が所有していたと推定されているショーンガウアー、デューラーによる同主題のエングレーヴィング
による影響も指摘されている。Sellink 2007, p. 194.
22 Serres 2016, p. 27.
23 『ヨハネによる福音書』8章 1-11節。
24 本作は画家の死後もブリューゲル家に残されていた。ピーテル（父）死後の本作の経緯については以下を参照。Serres 2016, pp. 
35-37.
25 Serres 2016, p. 46.
26 Sellink 2007, p. 260.
［図版出典］
 Karen Serres (ed.), Bruegel in Black and White. Three Grisailles Reunited, exh. cat. The Courtauld Gallery, London 2016 
(fi gs. 1-6).
